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植物 は外界か らの影響や環境 に対応 しなが ら成長 と分化を行 って生命活動 を営んでいる。外界
か らの影響の一っに病原体の感 染がある。植物 と病原 菌の闘いには長 い歴 史が存在 し、植物は多
様 な遺伝 子とその発現機構 で自分 自身 の体を守って生 きてい る。病原体の1つ であるウイルスは
最 も単純な病原体 と考 えられ 、ほとん どの ウイル ス属にっいて全ゲノムの塩基配列が決定 され て
いる。 しか しながら、ウイル スの保 有す る遺伝子 の機能 はすべて理解 された訳ではない。 当研究
室では植 物 ウイル スの遺伝子機能の解析 と植物の持つ ウイル スに対抗す るための機構 を解析 し、
植物 ウイルスな どに対す る植物 の抵抗性 を遺伝子組み換 えで強化することを目的に以下の研究を
行 っている。
植物ウイルスの遺伝子機能解析
代表的な植物のRNAウ イルス(ゲ ノムがRNAで あるウイル ス)で あるキュウリモザイク ウイ
ル スとタバ コモザイ クウイル スの遺伝子の働 きを研究するために,ウイルスのゲ ノムであるRNA
を試験管内で遺伝子操作す る系を構築 してきた.こ の系を利用するとクロー ン化 した ウイル ス全
体のDNA遺 伝子配列か ら感染性 のあるウイル スRNAを 試験管内で作ることができる,つ ま り,
DNAレベルで遺伝 子操作す ることでウイルスRNA遺 伝 子を 自在に組換えた り,人為的に突然変
異を導入す ることが可能 となる.こ の よ うな変異 ウイルスをプロ トプラス トや植物体 に接種 して
ウイル スの増殖や表現型 を解析 して,ウ イル スの一つ一っの遺伝子の機能 を探っている。現在は
キュウ リモザイ クウイルスの2bタ ンパ ク質の機能解析 を中心に研究を進めている。
植物 ウイルスに対応 した植物遺伝子の発現解析
植物 ウイルスは細胞 に侵入後,大 量に 自分 自身 のゲノムRNAの コピー を作 り上げる.す なわ
ち,大 量の外来のRNAが 細胞に蓄積す ることになる,植 物細胞 はこのRNAを 認識 して,ウ イル
スのRNAだ けを分解 して自分 自身 を守 ろ うとする機構を持 っている.こ の現象は転写後 ジーン
サイ レンシ ングやRNAサ イ レンシングと呼ばれ,哺 乳類や無脊椎動物な どに も共通の生命現象
であるとされてい る.RNAサ イ レンシングの機構を探るた めに,RNAサ イ レンシングの初期ス
テ ップに関わる植物のRNA依 存RNA合 成酵素遺伝子のクローニングや発現解析 、逆に植物 ウイ
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ル スが持つRNAサ イ レンシング抑制機構の解析 を通 じて,RNAサ イ レンシング能力を高 めた植
物を遺伝 子組換 えで作 りあげることを目標 に研究を進めている.も しこれを成 し遂げることがで
きれば,ウ イル スに感染 して もウイルスを最終的に排除で きる植物が創 出され,植 物 ウイルスの
被害 を大幅 に軽減で きるであろ う.
食用キ ノコの抗菌性タ ンパ ク質遺伝子の探 索
これ まで遺伝子組換えによる菌類病害抵抗性作物の作出には,植 物や 菌類由来の キチナーゼ,
グルカナーゼ,昆 虫由来の抗 菌性 タンパ ク質な どの遺伝 子が用い られて きた.し か し,そ れ らの
どれ も残念 なが ら実用化には至 っていない.そ の一っの原因 として,そ れ らの多 くは人類が食経
験を持たない生物 種か らの遺伝子 を導入 した作物 であ ることがあげ られ るであろう.食 用キノコ
類は,そ の名 前の通 り日本のみな らず広 く諸外国においても長年の食経験 がある食 品であ り,健
康に良い食 品 との地位が築かれてい る.そ こで食用キ ノコ類か ら抗菌性 タンパ ク質を見い出す こ
とがで きれ ば,そ の遺伝子を利用 した菌類 に対する病害抵抗性作物が分子育種 可能 となるであろ
う.こ れまでに数種 の食用キ ノコを用いて予備的な実験を行 った ところ,粗 抽出液の硫安沈澱画
分に抗菌活性 が認 められ た.現 在 、抗菌活性 を指標 としてそれ らの抗 菌性 タンパ ク質を精製 し,
さらに精製 タンパ ク質の部分ア ミノ酸配列 を決定 して,遺 伝 子を単離す ることを日標 に研究を進
めている。
来年度 は研究室には、新3年 生12名、4年 生11名、大学院1名 が所 属す る予定で、生命科学
科が2000年度に開設 され、植物細胞 工学研 究室が始 まって以来の最 もにぎや かな年にな りそ う
であ る。
春休み、2号館屋上の閉鎖系組換え温室前で研究室の3、4年生と
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